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『サステナブルな物流への取り組み』
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2021.8 丸協にゅーすEVトラックが納車されました
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共配大阪店に EVトラックが納車され、2021年8月25日に納車式が
執り行われました。

三菱ふそうトラック・バス㈱近畿ふそう様として当社へのEVトラックの納車が、
近畿地区第1号の納車となりました。
100％電気トラックである、今回導入された「eCanter」は
世界規模で社会問題になっている脱炭素・温暖化抑制
にも寄与する将来に向けて社会貢献ができる車両であります。
当社が進めるSDGsの取り組みの中でも二酸化炭素排出量が
「０」となる このEVトラックの活用でさらに環境に配慮
した物流を行うことができるようになります。
このEVトラックは、ドラッグストア関連商品の大阪府内の
配送車両として活用いたします。

普通充電：約11時間→走行距離:約100㎞
最大積載量：約3,250KG



2021.8 丸協にゅーす今、知っておきたい物流topics

サステナブルな物流への取組み ～オタフクソース殿の例～
物流危機や温暖化問題も解消の見込みが立っていません。オタフクソース殿では、物流
危機のみならず、環境問題、食品ロス問題等、メーカーの課題に幅広く取組んでおられま
す。「車両到着後30分以内の出発を徹底」など、物流パートナーとの連携にも非常に熱
心です。サステナブルな物流の見本の一つとして参考にされてみてください。
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※湯浅コンサルティング作成 資料：カーゴニュース2021.8.5ほかオタフクソース、JPR等ホームページ

在庫拠点増設（全国４カ所→６カ所）

鉄道・海上へのモーダルシフト

同業他社と共同配送

物流パートナーの労働負荷軽減

BCP・自然災害対応

CO2排出量削減

車両積載率向上

物流コスト抑制
自社専用からレンタルパレットへ

品質向上

パレット購入費削減

生産・販売・物流部門連携による
在庫適正化

食品ロス抑制

賞味期限の年月表示 保管スペース・コストの削減

運転以外の附帯作業を
ドライバーから自社へ


